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資料３ 旧北上川河⼝かわまちづくり検討会について 

第８回 旧北上川河⼝かわまちづくり検討会 

  
 

  
 

市⺠部会 
平成 26 年度 平成 30 年度 

○地域や河川を利⽤する⽅々の意⾒を整備に反
映させるために開催 

○沿線を６地区に分け、それぞれで意⾒交換会
を実施 

 

旧北上川河⼝かわまちづくりのこれまでの経緯 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

住吉⼩学校わーくしょっぷ 地域ワークショップ

◇南浜・⾨脇 2,3 丁⽬地区
『船だまりの会』 計 3 回開催

◇中央・⾨脇 1 丁⽬地区
『中央⾨脇川と未来の会』 計 3 回開催

◇住吉・⼤橋地区
『住吉⼤橋開拓チルドレン』 計 4 回開催

◇川⼝・湊地区
『かわ湊の会』 計 4 回開催

◇不動・⼋幡地区
『私、船（わたしぶね）の会』 計 3 回開催

◇井内・藤巻地区
『かっぱの会』 計 4 回開催

市⺠報告会

第１回検討会
H25.7.22

旧北上川河⼝かわまちづくり検討会 等

旧北上川河⼝かわまちづくり検討会 
平成 25 年 7 ⽉  計８回開催 

○景観の基本⽅針、デザインの⽅向性および各検
討結果等を審議する 

ワーキング 
平成 25 年 8 ⽉ 平成 27 年 6 ⽉ 計 7 回開催 

○⽔辺空間に関する技術的検討を⾏う 

調整会議・特別ワーキング 
平成 27 年 12 ⽉ 令和 2 年 11 ⽉ 計 5 回開催 
○⽔辺空間の整備内容について、地区別ワーキン

グでの検討内容の確認・協議を⾏う 

地区別ワーキング 
平成 27 年 8 ⽉ 令和 2 年 11 ⽉ 計 60 回開催 
○⽔辺空間の整備内容について、「検討会」他で

の検討・協議・審議結果を踏まえ、各関係機関
の実務担当者が、デザイン検討、関係区間調整、
事業調整等を⾏う 

パブリックコメント 
平成 25 年 11 ⽉ 21 ⽇ 12 ⽉ 20 ⽇ 

ワークショップ 
◇住吉⼩学校わーくしょっぷ 
  平成 25 年 11 ⽉ 25 ⽇ 
◇地域ワークショップ 
  第１回 平成 25 年 12 ⽉ 22 ⽇ 
  第２回 平成 26 年 1 ⽉ 18 ⽇ 

市⺠報告会 
平成 26 年 6 ⽉ 29 ⽇ 

○検討開始から１年経過し、その中間成果を市
⺠の皆様に報告するために開催 

  
 

ミズベリング⽯巻 
平成 27 年度  

○旧北上川を中⼼に新たな⽔辺空間
を利⽤した取組みを⾏うためのプ
ロジェクト

みずべマルシェ in 北上川 
平成 27 年度  

○ミズベリングプロジェクトの社会
実験として、河川管理施設を活⽤
した様々な活動を実施 

かわまちウォーク･散歩 
平成 27 年度  

○⼯事個所等を地元の⽅々と⼀緒に
ウォーキングや散歩を⾏い、整備
状況等を説明 

地区別ワーキング市⺠部会 デザイン監理 ⽔辺で乾杯（ミズベリング）

平成 24 年 1 ⽉  堤防の考え⽅説明 
復興基盤連絡調整会議で関係機関に説明

平成 23 年 6 ⽉ 「東北地⽅太平洋沖地震を教訓とした地震・津波対策に
関する専⾨調査会」中間とりまとめに伴う提⾔ 

平成 23 年 7 ⽉ 社会資本整備審議会・交通政策審議会交通体系分科会計
画部会（国交省）緊急提⾔ 

平成 23 年 8 ⽉ 河川津波対策検討会（国交省）「河川への遡上津波対策に
関する緊急提⾔」 

平成 23 年 11 ⽉頃 堤防の考え⽅説明 
 ※復興計画の説明会にて、⽯巻市で約 1,900 名に説明

平成 23 年 12 ⽉頃 堤防計画の説明（⼟地⽴⼊前） 
 ※市が主催する復興計画の説明会にて、旧北上川沿川では約 1,750 名に説明

平成 23 年 9 ⽉ 海岸堤防⾼さの公表（宮城県）

平成 23 年 12 ⽉末 河⼝部堤防⾼（案）の提⽰
（東北地⽅整備局） 

測量図⾯をもとに設定した⾼さの堤防を設計

堤防計画の説明 
 計画中の堤防設計について各町内会（各地区）単位で説明し、了解をいただく

堤防計画の決定等に関する経緯 

堤防計画
への合意 

平成 25 年 1 ⽉ 旧北上川河⼝部護岸復旧事業の着⼿ 

平成 24 年 3 ⽉  河川整備学識者懇談会の開催 
平成 24 年 11 ⽉ 14 ⽇ 河川整備基本⽅針の変更 
平成 24 年 11 ⽉ 20 ⽇ 河川整備計画の策定・変更

説明会約 140 回以上開催、延べ 1,800 名以上に説
明（平成 24 年 1 ⽉ 12 ⽉まで）

地域の⽅々のご意⾒を伺う場

旧北上川堤防利活⽤協議会 
平成 30 年度  

○都市・地域再⽣等利⽤区域」の指定を
⽬指し、新しく創出される⽔辺空間
を活⽤していくための社会実験を実
施中 

その他
○関係者間での整備イメージの共有、

わかりやすい広報等のために、模型
や VR（バーチャルリアリティ）を活
⽤ 

○現場に赴きデザイン監理を⾏いな
がら施⼯ 第１回ワーキング

H25.8.11

⽔辺空間の利活⽤に関する取組み 

旧北上川河⼝かわまちづくり

１

地区別 WG
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資料３ 旧北上川河⼝かわまちづくり検討会について 

第８回 旧北上川河⼝かわまちづくり検討会 

各地区における当初案と現在の整備内容  
（1）南浜地区 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 ●⽯巻南浜津波復興祈念公園との連携 

●雲雀野突端部の広場スペース 

s 

 
●⾓部法尻の処理 

・川を眺めたり、船の発着を待ったり、多⽬
的に利⽤できるような法尻部の階段 

・祈念公園の園路舗装⾊と合わせた舗装の歩⾏
空間を確保するとともに、横断歩道を設置 

・堤防天端にポケットパーク的な整備を⾏い、
祈念公園と合わせた舗装を敷設するととも
に、パーゴラ・ベンチ・サイン等を設置し、
公園と河川との連携を図る 

整備の考え⽅（当初案）

■祈念公園やマリーナ整備等の計画を踏まえ、河川空間との関係
に配慮します。 

 
●南浜マリーナ 陸閘 

・コンクリートが主体の空間
で、印象的なアクセント効果
を発揮するよう、敢えて⾊味
を持たせた操作室 

・ゲートは⾮塗装（ステンレス
製）とし、鈍い⾊に⾒えるよ
うな仕上げ 

・カメラ等外付け施設の位置に
も配慮 

CG イメージ 

南浜マリーナ

令和 2 年 12 ⽉撮影

離島航路発着所 

⽯巻南浜津波復興祈念公園 

陸閘

⽇和⼭

鎮守⼤橋

s 

・堤防裏法を緑化し、広場から
堤防天端に続く景観的な⼀体
感を創出 

・恩賜燈・⽯巻港⽔難者供養塔
等の復元 

・河⼝部利⽤者のための駐⾞スペースを整備 
・その他、多⽬的に利⽤できる広場スペースを整備 

※整備中 

被災した恩賜燈・供養塔等 

２

 

・露出する護岸ブロックは、凹凸
の無いシンプルな形状のもの
で統⼀ 

・天端の肩部分を洗出し仕上げと
し、天端⾯と法⾯の境をわかり
やすくした（安全⾯の⼯夫）

 
●⾨脇地区とのアクセス確保 
・⾨脇地区の主要動線となる区画道路

と川側の動線を確保するために、ポ
ンプ場内にアクセス路を設置

●護岸ブロックの⼯夫 

イメージ 
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資料３ 旧北上川河⼝かわまちづくり検討会について 

第８回 旧北上川河⼝かわまちづくり検討会 

 
（2）中央地区 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 

・シンプルで川に向かうような細⻑いデザ
イン 

・川や船などを⾒下げ、背⾯側の樹⽊を⾒
上げるような⽅向性をつくる屋根の形状 

●四阿 

 

・堤防⼀体空間のデッキ部分の統⼀を図
るため、また、質の⾼い空間形成のた
め天然⽊（レッドシダー）を使⽤

 

当初整備イメージ

整備の考え⽅（当初案） 
川湊⽯巻の賑わいの拠点としてのまちづくり（堤内地側の整備） 

と⼀体となり賑わいの場づくりを補完する、 
⽔辺ならではの魅⼒の場の創出  

■川湊としての実⽤空間であることを踏まえ、過度な装飾は避けた機能的な空間
づくりを基本にします。 

■イベント時も含め多⽬的に使われる空間となる、居⼼地の良い空間づくりを⽬
指します。 

●広場空間 

・川を⾒ながら過ごす、芝⽣の中で過ごす、奥ま
った静かなところで過ごす、⼦供たちを遊ばせ
⾒守るなど、それぞれの⽬的に沿った居場所が
ある、集い・憩いのスペース

●デッキ部分の舗装 

・花・紅葉等、四季が感じられるとともに、地域性に配慮した樹種 

 ●法⾯・法尻の⽯積 

令和 2 年 8 ⽉撮影

内海橋 

いしのまき元気いちば 

交通広場 

離島航路 

●広場の植栽 

・上流の井内地区が産地の井内⽯を使い、腰掛けやすい
⾼さの（70cm・40cm）⽯積み 

・芝⽣に座ってのんびりできるよう、下に向かって緩や
かな勾配とした法⾯ 

地域の⽅々との植樹祭 
植栽前に、現地にて１本１本
位置を確認し、微調整 ⽯積みの⽅法について、細部に

わたり現地にて調整 
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資料３ 旧北上川河⼝かわまちづくり検討会について 

第８回 旧北上川河⼝かわまちづくり検討会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 

   

 

・キッチンカー等の設置
空間（幅=10.5m 堤防
天端部分含む） 

・アクセントとなる植
栽、転落防⽌も兼ねた
ロングウォールベン
チを設置 

●照明 

●交通広場前堤防⼀体空間 ●デッキ部分の舗装 

・いしのまき元気いちば、かわべ
いと⼀体となるデッキの設置

・堤防と元気いちばと
の境界の擁壁は、コ
ンクリートパネルが
単調にならないよう
⼯夫（縦スリットを
強調したデザイン） 

●擁壁部の修景 
●四阿 

・現在⼯事中の四阿

●テラス空間 

・夜間利⽤ならびに「夜景」にも配慮した
照明を設置 

・井内⽯のボーダーラインを⼊れたテラス空間 

断⾯模式図 

 
●係船柱、ボラード 

・井内⽯を
モチーフ
にした⾊
の係船柱

ボラードの間
隔、チェーン
の垂れ幅等に
ついて、モッ
クアップを作
り確認

現地で異なる⾼さの
照明を⽐較し、⾼さを
設定 

接続する「いしの
まき元気いちば」
の⽅々と意⾒交換
をしながら、デザ
インを決定 
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資料３ 旧北上川河⼝かわまちづくり検討会について 

第８回 旧北上川河⼝かわまちづくり検討会 

 
（3）⼤島神社前 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

似たような⽯積の場所で、笠⽯の
設置⽅法等の細部形状を確認

●⽯積と⼤島神社の佇まい 
・⽯積によって神社前に相応しい⾵格ある景観を創出 

 
 
●既存の⽯積護岸の活⽤

 

整備の考え⽅（当初案） 

当初整備イメージ 

令和 2 年 11 ⽉撮影 

雄島

⼤島神社

住吉⼩学校

浮桟橋

←旧北上川

雄島

●川裏側擁壁 

下流側にある「浮桟橋」を残す形で堤防を整備。浮
桟橋を補修し、引き続き活⽤できるようにした。 

・川表側同様、男⿅
⽯ の ⽯ 積 に 井 内
⽯の笠⽯を設置 

神社、雄島・太⿎橋等との関係を⼗分考慮した 
川側に開けた神社・公園空間の創出  

■神社前にふさわしい格の⾼い丁寧な空間づくりを⾏います。 
■神社、雄島・太⿎橋等、各々の神社・公園施設の位置関係等に⼗分配慮します。
■「袖の渡り」の対岸である⼋幡地区との「⾒るー⾒られる」関係にも配慮します。

浮桟橋

対岸より

・震災後コンクリートで嵩上げした部分
を取り壊し、以前からの井内⽯の⽯積
み護岸の景観を伝承 

●川表側⽯積、階段 
・男⿅⽯の⽯積に井内⽯の笠⽯を

設置 
・管理⽤通路との交差部や階段、

階段下テラスの舗装、ボーダー
の⽅向等、参道の軸線（冬⾄の
⽇の出の⽅向）を強く意識し、
その存在を乱さないように⼗分
配慮したデザイン 既 存 護 岸 を 残

すために、⼯夫
しながら施⼯ 

笠⽯の設置⽅法等の確認 

コンクリートの洗出し仕上げを
試験的に⾏い、イメージを確認
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資料３ 旧北上川河⼝かわまちづくり検討会について 

第８回 旧北上川河⼝かわまちづくり検討会 

 
（4）住吉⼩学校前 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 

●⼲潟空間 

・専⾨家に意⾒を伺いながら、⼲潟空間を設計 
・川側に⼊っていかないよう、修景捨⽯を設置 
・今後ヨシの移植等を地元と協働で実施する予定

住吉⼩学校

令和 2 年 11 ⽉撮影

⼲潟空間

⾶⽯ブロック 

⾶⽯ブロック

⼲潟空間
親⽔テラス

 ●天端の広場スペース 

・親⽔性を⾼めるために、⽔際に⾶⽯ブロックを設置 

・親⽔テラスや⼲潟
空間を眺める天端
の広場スペース 

・上記箇所ならびに
河⼝部の⽅向に向
けて、パーゴラや
ベンチを設置 

 ※整備中 
CG イメージ

※当初計画していた上流側の⽔制⼯について 
旧⽀川合流部の名残を残す堤防形状をより印象付けるため、

堤防の表法⾯の線形と調和したラインを持つ⽔制⼯を計画し
たが、川前の⽔深等の制約から、施⼯可能な施設規模は限られ
たものとなり、意図する⼗分な景観効果を得られないため、設
置しないこととなった。 

パーゴラ・ベンチ

 
●親⽔テラス 

・⼲潟空間（上流側）に向かって徐々に下がっていく親⽔テラス 

修景捨⽯

整備の考え⽅（当初案） 
河道の変遷の姿を留める場として位置付けるとともに 

⼦供たちが⾃然環境に触れ合え、学び・遊べる場  
■住吉⼩学校児童を対象としたワークショップでの意⾒を活かし、学びの場・遊び

の場としての堤防空間を創出します。 
■かつての堤防の名残を想起させるような堤防の形状とします。 

●⾶⽯ブロック 

当初整備イメージ 

視察した他箇所の事例等も踏
まえながら検討

⼲潟空間 ⼲潟空間旧北上川→
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資料３ 旧北上川河⼝かわまちづくり検討会について 

第８回 旧北上川河⼝かわまちづくり検討会 

 
（5）川⼝・湊地区 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 
●親⽔テラス 

・⽔位の変化で様々な表情を⽣み
出すとともに、遊び・休憩など
様々な利⽤ができる親⽔テラス 

・区間を絞って植栽テラス（ヨシ等の⾃然活着を想定）
を設置 

●植栽テラス 

 

・防災緑地１号（⼆線提）との合流部の広場と呼応した川側の親⽔
テラス 

・⽔位の変化で表情を変えることを意図 
・上流側に植⽣基盤を作り、坂路からのアイストップとなる位置に

ナワシログミを植栽（河⼝部の厳しい条件を加味し樹種を選定） 

●親⽔テラス 
整備の考え⽅（当初案） 

都市内の⾝近なオアシスとしての整備  
■⽣活空間や産業活動に隣接するエリアであることから、市⺠の散策や憩いの場を

⽬指します。 
■⽇和⼭や中瀬、河道の合流部を眺めたり、川開祭等の観覧等ができる場とします。 
■堤防上に並⽊をつくるなど、地域の新たな名所となるような整備を⾏います。

鎮守⼤橋

親⽔テラス 

令和 2 年 12 ⽉撮影 

防災緑地 2 号（⼆線提） 

 
●樋⾨操作室 

・雄⼤な河川空間の中で、存
在感が際⽴たないよう配
慮したシンプルなデザイ
ンの操作室 

・川表側にはベンチも設置 
※各箇所共通

 
●防災緑地１号（⼆線提）合流部の広場空間 

CG イメージ 

・トイレや駐⾞場を
備えた広場 

・天端空間は、パー
ゴラ・ベンチ・築
⼭等を設けた地域
の憩いの場として
整備 
※整備中 

トイレ

親⽔テラス

駐⾞場

パーゴラ

ナワシログミの植栽 

当初整備イメージ 

⽔際の修景捨⽯ ※全区間共通
⾞椅⼦の⽅やベビーカー等が川へ転落しない

よう、テラス空間より⽯を⾼く盛り、転落防⽌
対策を兼ねた仕上げとしている。 

当区間において数パターンの⾼さを試⾏した
うえで、⽯を盛る⾼さを決定した。 

⽯の位置等を微調
整して仕上げ 
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資料３ 旧北上川河⼝かわまちづくり検討会について 

第８回 旧北上川河⼝かわまちづくり検討会 

 
（6）不動・⼋幡地区 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
●かつての河岸の形状を留めるテラス空間 

⽇和⼭より（平成 7 年 11 ⽉） ⽇和⼭より（年代不詳）

・もともとの河岸のラインを尊重した線形でテラス空間を整備

⾃然な線形となる
ような細かな⼯夫
（テラス（コンクリ
ート）との境界線で
の⽯の積み⽅等）も
現場にて検討 

階段 ※全区間共通
まちと川とを結ぶ位置に設置した

階段。⾃転⾞やベビーカーの上げ下
ろし等の使い勝⼿を確認しながら設
計を⾏った。 

・川開き祭り等を楽しむ観覧の場 
・⽔際に腰掛けてのんびり過ごすことができる場 
・内海橋から⾒た際にきれいにみえるデザイン 井内⽯の敷⽯

整備の考え⽅（当初案）

●住宅地に近接しているため、地域の集い・憩いの場となるような空間、のんびり散策できるような空間
としての整備します 

●「袖の渡り」の歴史を想起させる場、孫兵船競漕や灯篭流し等での利活⽤等に資する場を整備します 

親⽔テラス 

令和 2 年 11 ⽉撮影 

●親⽔テラス 

洗出し仕上げのラインを⼊れ
て、段差となる部分を明⽰ 

・対岸（⼤島神社前）と対になる「渡し場」をモチーフにした親⽔テラス 
・孫兵衛船競漕や灯篭流し等の利活⽤にあたり、地域の意⾒を反映した整備 

洗出し仕上げ
のライン 

●親⽔テラス 

灯篭流し 

孫兵衛船競漕 
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資料３ 旧北上川河⼝かわまちづくり検討会について 

第８回 旧北上川河⼝かわまちづくり検討会 

 
（7）藤巻・井内地区 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和 2 年 11 ⽉撮影 

 ●お焚き上げスペース 
・どんと祭のお焚き上げ⽤のスペースを設置 
 ※施⼯中 

 現在の河畔、⽯積護岸の⾵景を保全するとともに、 
井内⽯の産地として⽯の雰囲気を活かした整備を⾏う  

■現在の⽯積護岸を可能な限り活かしていきます。また、他の可能な箇所について
も新たな⽯積護岸による整備を図ります。 

■釣り等のスポットとしての利活⽤等も考慮します。 

●既存の⽯積護岸を活⽤ 
・可能な限り、既存の⽯積

護岸を活⽤  
・⼀部の「かわど」跡につ

いても残置 

かわど跡 

令和 2 年 12 ⽉撮影 

残置したかわど跡

横断歩道 

整備の考え⽅（当初案） 

 
●河畔の形状を活かした法尻部のテラス

・河畔の形状を活かし、法尻部
を変化させるとともに、緩勾
配にして多⽬的な利⽤に対
応

・県道横断部に
は、横断歩道
を設置 

 

 
●井内第⼆排⽔樋管周りのデザイン

・井内第⼆排⽔樋管周
りの条件変更に応
じたデザイン検討 

 
 

お焚き上げの状
況を確認し、検討
に反映
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資料３ 旧北上川河⼝かわまちづくり検討会について 

第８回 旧北上川河⼝かわまちづくり検討会 

今後について 
 
 
 
 
 
 
 
 ■検討会・市⺠部会等と⼯事に関する経緯 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

■旧北上川河⼝部かわまちづくり整備の記録について 

 旧北上川河⼝部かわまちづくり整備の記録を、「旧北上川河⼝部かわまちづくりデザイン指針（仮称）」と
してとりまとめます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３

●平成 25 年度から進めてきました「旧北上川河⼝かわまちづくり検討会」は、今年度で景観に関する検討が
完了となるため、今回で検討会は終了となります。 

●平成 25 年度から進めてきました設計思想から検討の経緯等を記録として残し、今後、当初の設計意図に配
慮した維持補修が⾏なわれ、良好な⽔辺空間が継承されるようにしていきます。 

地 区 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度

検討会 調整会議

右

岸

南浜・⾨脇
２・３丁⽬地区

中央・⾨脇
１丁⽬地区

住吉・⼤橋地区

左

岸

川⼝・湊地区

不動・⼋幡地区

藤巻・井内地区

護岸⼯事 築堤⼯事地盤改良

護岸⼯事 地盤改良 築堤⼯事

護岸⼯事 築堤⼯事

護岸⼯事

築堤⼯事
地盤改良

護岸⼯事
地盤改良

築堤⼯事

護岸⼯事
地盤改良

市⺠
部会

市⺠
部会

市⺠
部会

市⺠
部会

市⺠
部会

市⺠
部会

市⺠
部会

市⺠
部会

市⺠
部会

市⺠
部会

利活⽤
アンケート

市⺠
部会

市⺠
部会

市⺠
部会

市⺠
部会

利活⽤等に
向けた 取
り組み

利活⽤等に
向けた 取
り組み

利活⽤等に
向けた取組み

護
岸
⼯
事

築堤⼯事

地盤改良

検討結果
の報告

市⺠
部会

社会実験の実施
・モニタリング

利活⽤等に
向けた取組み

利活⽤等に
向けた取組み

利活⽤等に
向けた取組み

利活⽤等に
向けた取組み

利活⽤等に向けた取組み

《作成のねらい》 
東⽇本⼤震災を契機として実施された、旧北上川河⼝部かわまちづくりの計画検討から完成ま

での姿を記録として残し後世に伝えることにより、今後、当初の設計意図に配慮した維持補修が
⾏なわれ、良好なかわまち空間が継承され続けるようにする。 

《全体像（イメージ）》 

●内容構成（⽬次案） 
１．旧北上川河⼝部かわまちづくりの⽅針 

かわまちづくりの基本⽅針 
全体設計の⽅針 
デザインの⽅針 
検討体制（検討会／ワーキング／市⺠部会） 

２．地区別・拠点別整備計画 
６つの地区区分ごとの、全体整備計画・拠点整備計画の整理と解説 

３．共通デザイン 
階段⼯／坂路／樋管施設（操作室・扉室）／安全対策（⽔際部・親⽔テラス）などの共通施設の
デザインの整理と解説 

４．関連事項 
橋梁整備、沿川まちづくりなどの関連事項についての整理と解説 

 
●記述⽅法 
・図⾯、写真を中⼼に記述 
・結果だけでなく、“なぜそのような整備を⾏ったのか”がわかるように記述 


